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今月の行事

9月2日まで
横倉山自然の森博物館企画展
「南極－その神秘と魅力－」

■町民の動き（19.7.1現在）
人口・・・・・・7,015人（△ 3人）
男・・・・・・・3,276人（△ 7人）
女・・・・・・・3,739人（ 4人）
出生・・・・・・ 1人
死亡・・・・・・ 11人
転入・・・・・・ 20人
転出・・・・・・ 13人
世帯数・・・・・3,068戸（△ 3戸）

越知小学校プールにて
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６
月
11
日
か
ら
25
日
ま
で
の

間
、
町
民
総
合
運
動
場
に
お
い
て
、

「
第
36
回
越
知
町
民
ス
ポ
ー
ツ
祭
」

が
行
わ
れ
、
約
１
９
０
人
が
参
加

し
、
各
種
目
で
そ
れ
ぞ
れ
熱
戦
が

繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

種
目
別
の
成
績
は
、
次
の
通
り

で
す
。

（
敬
称
略
）

【
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
】

優
　
勝

レ
イ
ン
ボ
ー

岡
崎
　
正
義
　
　
山
中
　
　
均

山
中
　
稔
美
　
　
武
智
与
志
美

岡
林
　
　
安
　
　

準
優
勝

鎌
井
田

【
ス
カ
ッ
シ
ュ
バ
レ
ー
】

一
部
優
勝

ゴ
ム
の
木

松
井
　
和
幸
　
　
西
内
恒
太
郎

西
田
　
陽
子

準
優
勝

ら
い
お
ん
ハ
ー
ト
Ｂ

二
部
優
勝

ス
カ
ッ
シ
ュ
Ｃ

岡
田
　
和
也
　
　
浜
田
　
栄
子

黒
原
　
静
香

準
優
勝

ス
カ
ッ
シ
ュ
Ｂ

三
部
優
勝

五
葉
荘
Ａ

野
瀬
　
敬
子
　
　
岡
林
由
美
子

北
平
地
　
靖

準
優
勝

五
葉
荘
Ｄ
　

【
６
人
制
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
】

優
　
勝

役
場

岡
林
　
裕
明
　
　
岡
林
　
美
穂

上
田
　
和
浩
　
　
岡
田
　
孝
司

井
上
　
昌
治
　
　
高
橋
　
雅
丈

準
優
勝

Ｗ
ｉ
ｔ
ｃ
ｈ

【
ペ
タ
ン
ク
】

優
　
勝

西
森

西
森
　
健
雄
　
　
西
森
　
冴
子

準
優
勝

野
老
山
Ａ

【
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
】

優
　
勝

山
地
　
勇
輝
　
　
小
田
真
奈
美

準
優
勝

西
川
　
高
弘
　
　
西
川
　
幾
子

【
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
】

一
部
優
勝

フ
ァ
ミ
リ
ー

松
井
　
和
幸
　
　
斉
藤
　
京
子

西
森
　
康
子
　
　
鈴
木
　
明
美

準
優
勝

ら
い
お
ん
ハ
ー
ト

二
部
優
勝

ア
タ
ッ
ク
Ｎ
ｏ
１

野
瀬
　
敬
子
　
　
岡
林
由
美
子

竹
本
　
晴
枝
　
　
胡
摩
　
隆
史

準
優
勝

都
屋
鮮
魚
店

横
倉
山
自
然
の
森
博
物
館

友
の
会
で
は
６
月
27
日
（
水
）

に
横
倉
山
の
杉
原
神
社
周
辺

に
て
今
年
で
５
年
目
と
な
る

ヒ
メ
ボ
タ
ル
の
観
察
会
を
行

い
ま
し
た
。

ヒ
メ
ボ
タ
ル
（
日
本
特
産

種
）
は
、
ゲ
ン
ジ
ボ
タ
ル
や

ヘ
イ
ケ
ボ
タ
ル
の
よ
う
に
幼

虫
期
に
水
中
で
生
活
す
る
蛍

と
異
な
り
、
陸
地
に
生
息
す

る
蛍
で
す
。
陸
生
の
貝
（
カ

タ
ツ
ム
リ
の
仲
間
）
を
幼
虫

は
食
べ
て
成
長
し
ま
す
の
で
、

餌
の
多
い
湿
っ
た
樹
林
の
草

む
ら
に
い
ま
す
。
他
の
蛍
と

違
い
、
雄
が
雌
よ
り
も
大
き

い
そ
う
で
す
。
ま
た
雌
は
羽

が
退
化
し
飛
ぶ
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。
な
の
で
繁
殖
地
が

大
き
く
広
が
る
こ
と
は
な
く
、

そ
の
地
の
環
境
変
化
の
バ
ロ

メ
ー
タ
ー
に
な
る
と
思
わ
れ

ま
す
。

今
年
の
ヒ
メ
ボ
タ
ル
は
昨

年
よ
り
も
数
は
少
な
い
よ
う

で
し
た
。
月
夜
の
晩
で
し
た

の
で
、
光
に
敏
感
な
ヒ
メ
ボ

タ
ル
に
は
明
る
す
ぎ
る
夜
だ

っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

夜
の
杉
原
神
社
周
辺
を
飛

び
交
う
蛍
に
自
然
の
不
思
議

を
感
じ
、
ま
た
そ
の
幻
想
的

な
雰
囲
気
に
浸
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
こ
の
夜
は
ム
サ

サ
ビ
の
子
ど
も
に
出
会
い
、

光
る
キ
ノ
コ
も
発
見
し
楽
し

い
観
察
会
と
な
り
ま
し
た
。

ヒ
メ
ボ
タ
ル
は
、
博
物
館

そ
ば
の
林
道
沿
い
に
５
月
末

か
ら
６
月
初
旬
に
か
け
て
見

る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、

皆
さ
ん
ぜ
ひ
来
年
の
ヒ
メ
ボ

タ
ル
を
一
緒
に
見
て
み
ま
せ

ん
か
。

越
知
町
民
ス
ポ
ー
ツ
祭

越
知
町
民
ス
ポ
ー
ツ
祭

各種目で熱戦が繰り広げられました

ヒメボタルの観察会を杉原神社周辺で行いました
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現
在
の
日
本
列
島
に
ほ
ぼ
近
い

地
形
が
形
成
さ
れ
た
の
は
、
今
か

ら
約
６
０
万
年
前
の
新
生
代
第
四

紀
、
更
新
世
（
”人
類
紀
“
）
に
当

た
り
、
こ
の
頃
、
大
陸
か
ら
ト
ウ

ヨ
ウ
ゾ
ウ
と
呼
ば
れ
る
古
い
タ
イ

プ
の
象
が
陸
橋
を
渡
っ
て
日
本
列

島
に
入
っ
て
来
ま
し
た
。
能
登
半

島
の
付
け
根
に
当
た
る
飛
騨
山
地

や
日
本
海
に
浮
か
ぶ
島
根
県
隠
岐

な
ど
が
日
本
列
島
の
地
質
で
は
最

も
古
く
〔
約
20
億
年
前
〕、
大
陸
と

く
っ
つ
い
て
い
た
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
こ
こ
に
向
か
っ
て
南
か
ら

次
か
ら
次
へ
と
そ
れ
よ
り
も
新
し

い
い
ろ
ん
な
地
層
（
地
塊
）
が
プ

レ
ー
ト
に
の
っ
て

移
動
し
て
き
て

付
加

ふ

か

し
、
次
第
に

拡
大
し
て
い
っ
て

日
本
列
島
が
形
作

ら
れ
ま
し
た
。
従

っ
て
、
日
本
列
島

を
構
成
す
る
地

層
・
岩
石
に
は
実

に
多
種
多
様
の
も

の
が
あ
り
、
非
常

に
複
雑
な
構
造
に

な
っ
て
い
ま
す
。

さ
て
、
日
本
列

島
の
地
質
は
糸
魚

い
と
い

川が
わ

―
静
岡
構
造

線
と
呼
ば
れ
る
、

３
０
０
０
ｍ
級
の

日
本
ア
ル
プ
ス
の

東
端
を
南
北
に
緩
く
Ｓ
字
状
に
走

る
大
断
層
に
よ
っ
て
東
北
日
本
と

西
南
日
本
に
分
か
れ
、
西
南
日
本

は
さ
ら
に
、
吉
野
川
（
徳
島
県
）

沿
い
に
走
る
第
一
級
の
断
層
で
あ

る
中
央
構
造
線
に
よ
っ
て
日
本
海

側
の
内
帯

な
い
た
い

と
太
平
洋
側
の
外
帯

が
い
た
い

に

分
か
れ
ま
す
。
こ
の
外
帯
中
の
秩

父
累
帯
と
い
う
地
質
区
に
蛇
紋
岩

を
伴
う
「
黒
瀬
川

く
ろ
せ
が
わ

構
造
帯

こ
う
ぞ
う
た
い
（
黒
瀬
川

帯
）」
と
呼
ば
れ
る
大
断
層
帯
が
東

西
方
向
に
、
紀
伊
半
島
か
ら
四
国

を
経
て
九
州
ま
で
総
延
長
８
０
０

㎞
に
わ
た
っ
て
走
っ
て
い
ま
す
。

こ
こ
に
分
布
す
る
４
億
年
前
後
の

地
層
（
シ
ル
ル
ー
デ
ボ
ン
系
）
や

岩
石
（
花
コ
ウ
岩
類
・
変
成
岩
類
）

は
、
か
つ
て
一
塊
の
微
小
大
陸

「
黒
瀬
川
地
塊
」
を
成
し
て
い
て
、

旧
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
大
陸
や
南
極

大
陸
の
近
く
に
存
在
し
て
、
全
体

と
し
て
一
つ
の
超
大
陸
「
ゴ
ン
ド

ワ
ナ
大
陸
」
を
形
成
し
て
い
ま
し

た
。高

知
県
内
で
言
え
ば
、
越
知
町

横
倉
山
、
日
高
村
妹
背
、
高
知
市

鴻
ノ
森
、
高
知
城
の
立
つ
大
高
坂

山
な
ど
を
形
成
し
て
い
る
地
層
・

岩
石
が
そ
れ
に
当
り
ま
す
。
特
に
、

横
倉
山
か
ら
産
す
る
造
礁
サ
ン
ゴ

（
ク
サ
リ
サ
ン
ゴ
の
一
種
）
の
化
石

や
日
本
最
古
の
陸
上
植
物
化
石

（
鱗
木
り
ん
ぼ
く

）
と
全
く
同
じ
も
の
が
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
か
ら
も
見
つ
か
っ
て

い
ま
す
。
現
在
、
南
極
大
陸
と
共

通
す
る
化
石
や
岩
石
は
報
告
さ
れ

て
い
ま
せ
ん
が
、
そ
の
う
ち
見
つ

か
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

ゴ
ン
ド
ワ
ナ
大
陸
は
、
約
１
億

８
０
０
０
万
年
前
か
ら
徐
々
に
分

裂
し
始
め
、
大
陸
移
動
で
何
千
万

年
も
か
け
て
各
々
移
動
し
、
徐
々

に
現
在
の
地
球
の
姿
に
地
づ
い
て

い
き
ま
し
た
。

今
年
の
夏
休
み
の
企
画
展
で
、

『
南
極
展
』
を
開
催
し
ま
す
が
、
南

極
大
陸
に
は
約
40
億
年
前
と
い
う

地
球
が
誕
生
し
て
か
ら
間
も
な
い

頃
の
地
球
最
古
の
岩
石
が
分
布
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
南
極
大
陸
に

は
、
２
億
年
前
の
樹
木
が
二
酸
化

ケ
イ
素
（S

io
2：

チ
ャ
ー
ト
の
成

分
）
に
よ
っ
て
置
換
さ
れ
て
化
石

に
な
っ
た
珪
化
木

け
い
か
ぼ
く

や
石
炭
の
化
石

な
ど
も
見
つ
か
っ
て
い
て
、
当
時

は
少
な
く
て
も
現
在
よ
り
は
あ
る

程
度
四
季
の
変
化
の
あ
る
比
較
的

温
暖
な
環
境
に
あ
っ
た
こ
と
が
わ

か
り
ま
す
。
南
極
大
陸
は
以
前
は

も
っ
と
北
の
緯
度
の
低
い
位
置
に

あ
っ
て
、
そ
れ
が
大
陸
移
動
で
南

の
極
地
に
移
動
し
て
行
っ
た
と
考

え
ら
れ
て
い
る
の
で
、
そ
の
名
残

と
言
え
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

”
未
知
な
る
大
地
“
南
極
大
陸

を
さ
ら
に
調
査
・
研
究
す
る
こ
と

は
、
南
極
大
陸
の
生
い
立
ち
だ
け

で
な
く
、
地
球
の
歴
史
を
も
解
明

す
る
こ
と
に
繋
が
る
と
言
え
ま
す
。

横
倉
山
自
然
の
森
博
物
館

安
井
　
敏
夫

横
倉
山
を
含
む
日
本
列
島
の
一
部
は

か
つ
て
南
極
大
陸
の
近
く
に
あ
っ
た
！！

博
物
館
だ
よ
り

　
N
o.
９1

黒瀬川帯の“レンズ状体”
（かつてのゴンドワナ大陸の断片）

シルル紀［約4億2500万年前］の古地理図
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児
童
扶
養
手
当
を
受
給
さ
れ

て
い
る
方
は
、
毎
年
８
月
に
現
況

届
を
提
出
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

８
月
１
日
か
ら
８
月
31
日
ま
で

に
、
証
書
・
印
鑑
・
世
帯
全
員
の

住
民
票
を
持
っ
て
、
住
民
課
②
番

窓
口
ま
で
提
出
に
お
い
で
く
だ
さ

い
。
住
民
票
は
窓
口
に
て
無
料
で

発
行
い
た
し
ま
す
。

提
出
が
遅
れ
る
と
12
月
に
支
給

額
の
振
込
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、

期
間
中
に
必
ず
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
支
給
が
停
止
さ
れ
て
い
る
方

も
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

支
給
額
に
つ
い
て
、
平
成
14
年

の
法
律
改
正
に
よ
り
受
給
さ
れ
て

い
る
期
間
が
５
年
を
超
え
て
い
る

方
は
、
そ
れ
ま
で
の
支
給
額
の
２

分
の
１
を
超
え
な
い
範
囲
で
一
部

が
減
額
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。
平
成
15
年
４
月
１
日
以
前

か
ら
受
給
さ
れ
て
い
る
方
は
、
平

成
20
年
４
月
支
給
分
か
ら
減
額
の

対
象
と
な
り
ま
す
。
減
額
と
な
る

額
や
具
体
的
な
内
容
は
、
国
が
本

年
末
に
決
定
す
る
予
定
と
な
っ
て

い
ま
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

住
民
課
児
童
扶
養
手
当
係

Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
６
―
１
１
１
５

県
で
は
、
県
内
の
町
村
に
在
住

す
る
母
子
家
庭
の
お
母
さ
ん
を
対

象
に
、
自
立
を
支
援
す
る
事
業
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

就
職
に
役
立
つ
資
格
や
技
能
の

習
得
を
目
的
と
す
る
各
種
講
座
を

受
講
す
る
場
合
に
は
、
受
講
料
を

助
成
し
ま
す
。

ま
た
、
看
護
専
門
学
校
な
ど
で

長
期
の
教
育
訓
練
を
受
け
る
場
合

は
、
生
活
費
を
支
給
し
ま
す
。

助
成
に
あ
た
っ
て
は
支
給
要
件

が
あ
り
ま
す
の
で
、
次
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

高
知
県
中
央
西
福
祉
保
健
所

Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
２
―
１
２
４
７

長
引
く
不
況
の
中
、
計
画
性
の

な
い
ク
レ
ジ
ッ
ト
で
の
買
い
物

や
、
生
活
費
の
不
足
を
補
う
た
め

の
借
金
な
ど
に
よ
っ
て
発
生
し
た

債
務
が
多
く
の
借
入
先
か
ら
借
金

を
重
ね
て
、
多
重
債
務
に
陥
る
ケ

ー
ス
が
増
え
て
い
ま
す
。

多
重
債
務
に
陥
ら
な
い
た
め
に

○
返
済
計
画
の
立
た
な
い
お
金
は

借
り
な
い

○
必
要
以
上
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
は
持
た
な
い

○
返
済
の
た
め
の
借
金
は
し
な
い

多
重
債
務
に
陥
っ
た
場
合
は

○
多
額
の
債
務
を
抱
え
て
い
て

も
、
解
決
す
る
方
法
が
あ
り
ま
す
。

（
任
意
整
理
・
特
定
調
停
・
個
人

再
生
手
続
な
ど
）
多
重
債
務
に
陥

っ
た
場
合
は
、
早
め
に
高
知
県
立

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
や
法
律
専
門

家
な
ど
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
越
知
町
で
も
産
業
建
設
課

が
相
談
窓
口
に
な
っ
て
い
ま
す
の

で
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
ご
相
談
・
お
問
い
合
わ
せ
先

高
知
県
立
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
８
８
―
８
２
４
―
０
９
９
９

産
業
建
設
課

Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
６
―
１
１
０
５

解
雇
や
賃
金
引
き
下
げ
、
労
働

時
間
、
い
じ
め
や
セ
ク
シ
ャ
ル
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
な
ど
職
場
で
の
ト
ラ

ブ
ル
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

ま
た
、
高
知
労
働
局
と
県
労
働

委
員
会
で
は
、
あ
っ
せ
ん
な
ど
も

行
っ
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
相
談

窓
口
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

高
知
労
働
局

総
合
労
働
相
談
コ
ー
ナ
ー

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
１
２
０
―
７
８
３
―
７
２
２

児
童
扶
養
手
当
を

受
給
さ
れ
て
い
る
方
は

現
況
届
を
！

多
重
債
務
に
関
す
る

相
談
が
増
え
て
い
ま
す

職
場
の
ト
ラ
ブ
ル
で

お
悩
み
の
方
へ

母
子
家
庭
の
自
立
を

支
援
し
ま
す

無
料
労
働
相
談
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南
海
地
震
に
備
え
、
木
造
住
宅

の
安
全
性
の
向
上
を
図
り
、
住
民

が
安
心
し
て
住
む
こ
と
の
で
き
る

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
を
目

的
に
木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
補
助

事
業
を
実
施
し
ま
す
。

【
対
象
住
宅
】

○
町
内
に
あ
る
既
存
木
造
住
宅

○
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
着

工
さ
れ
た
建
物
で
昭
和
57
年
１
月

１
日
ま
で
に
竣
工
し
た
階
数
が
２

階
以
下
の
も
の

○
在
来
軸
組
木
造
構
法
・
伝
統
構

法
で
建
て
ら
れ
た
も
の

○
賃
貸
住
宅
は
、
耐
震
診
断
に
つ

い
て
借
主
の
同
意
を
得
て
い
る
も

の（注
）
プ
レ
ハ
ブ
、
ツ
ー
バ
イ
フ

ォ
ー
、
丸
太
組
工
法
等
の
住
宅
は

対
象
外
で
す
。

【
個
人
負
担
金
】

３,
０
０
０
円

【
受
付
戸
数
】

30
戸診

断
は
、
高
知
県
建
築
士
事
務

所
協
会
に
委
託
し
、
高
知
県
木
造

住
宅
耐
震
診
断
士
に
登
録
さ
れ
て

い
る
診
断
士
の
派
遣
に
よ
り
実
施

し
ま
す
。

◆
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

総
務
課

Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
６
―
１
１
１
１

木
造
住
宅
耐
震
診
断

平常時水位

仁淀川
（越知水位局12.8ｍ）

（平成１７年台風１４号時の参考図）

県
道

平成１７年台風１４号水位

12.8ｍ   +   48.2ｍ＝   61.0ｍ　
水位計0点の標高

田　畑

越知水位

柳瀬川
インターネット等の水位高表示

水位計０点の標高48.2ｍ

参考図であり現地の実際の断面ではありませんのでご注意ください。

自主避難などに活用してください。

平成17年台風14号の
浸水高さを目安に

佐川町黒岩地区・越知町柴尾地区等の県道沿いの電柱に

水位表示板 を設置
いたしました。

なお、台風時等、越知事務所は、水防体制を配備しますので、お問い合わせいただければ水位をお伝えできます。
◆お問い合わせ先　高知県中央西土木事務所　越知事務所　河川砂防班（篠田・森田）TEL 26-1161

黒岩小学校

黒岩中学校

越知水位観測局

表示板設置箇所
越知水位局の水位情報は、インターネットなどで、確認できます。
（インターネット提供）○高知県総合防災情報システム（提供：高知県）○川の防災情報（提供：国土交通省）

柳瀬川の増水注意！柳瀬川の増水注意！柳瀬川の増水注意！ 電柱等に
35枚設置！

（注）越知水位観測局の水位情報は標高表示ではありませんのでご注意ください。 
　　標高に換算するには、越知水位観測局水位計の0点高48.2ｍを足してください。  越知水位＋水位計の０点高（標高48.2ｍ）＝標高水位
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家
庭
よ
り
収
集
運
搬
さ
れ
た
し

尿
、
浄
化
槽
汚
泥
に
紙
お
む
つ
・

生
理
用
品
・
布
類
・
浣
腸
容
器
等

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
が
混
入
さ
れ
て

お
り
、
汲
み
取
り
時
に
ホ
ー
ス
に

詰
ま
っ
た
り
、
高
吾
北
衛
生
セ
ン

タ
ー
の
処
理
工
程
に
お
い
て
ポ
ン

プ
に
詰
ま
っ
た
り
し
て
業
務
に
支

障
を
き
た
し
て
い
ま
す
。

し
尿
処
理
施
設
の
適
正
な
維
持

管
理
の
た
め
、
次
の
も
の
以
外
は

浄
化
槽
、
便
槽
に
流
さ
な
い
で
く

だ
さ
い
。

○
合
併
処
理
浄
化
槽

し
尿
・
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ

ー
・
生
活
雑
排
水
（
台
所
、
ふ

ろ
場
等
か
ら
の
排
水
）

○
単
独
処
理
浄
化
槽

し
尿
・
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー

○
汲
み
取
り
式
便
槽

し
尿
・
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー

等
紙
類

※
紙
お
む
つ
等
は
可
燃
ご
み
と
し

て
指
定
ご
み
袋
に
入
れ
て
収
集

日
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

高
吾
北
衛
生
セ
ン
タ
ー

Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
６
―
０
３
０
５

高
吾
北
衛
生
セ
ン
タ
ー

か
ら
の
お
願
い

皆さんは最近バスを利用したことがありますか？

バスに乗ってみませんか！？

　出典：（環境省）温室効果ガス排出・吸収目録、
（国土交通省）自動車統計年報、（同）鉄道輸送統計年報、（同）航空輸送統計年報より算定

昭和4０年を100とした場合のバスの旅客輸送量
　四国の乗合バスの利用者は、
ピーク時に比べて約１４％にまで
激減しています。このままでは、
四国からバスが消えてしまうかも…。

　バスは高齢者や子ども、お身体の不自由な方など、クルマの運
転が困難な方 に々とってなくてはならない交通手段。ですから、四
国のバス会社は、赤字経営でも頑張っています。
皆さんが利用すればするほど、バスの便数や路線が増えてどんど
ん便利になっていきます。

　しかし、右のグラフのように、１日わずか１０分間クルマの使用
を控えるだけで、年間約６００ｋｇものＣＯ２削減に貢献できるので
す。
　それに、バスならゆったりと車窓からの景色を楽しむことがで
きます。
　今まで気付かなかったまちの魅力を発見できるかもしれません。

　マイカーは確かに便利です。しかし、過度のマイカー利用は
渋滞や交通事故多発の主因になります。
　また、ＣＯ２排出は地球温暖化の主因となっており、運輸部門
のＣＯ２排出量の約５割はマイカーからの排出となっております。

バスから始めるエコライフバスから始めるエコライフバスから始めるエコライフ

1人を1km運ぶのに排出するCO２の比較

家庭での１年間あたりのＣＯ２削減量の比較

今日はクルマを休ませて、
ちょっとバスででかけてみませんか？
今日はクルマを休ませて、
ちょっとバスででかけてみませんか？
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７
月
１
日
、
須
崎
市
で
開
か
れ

た
高
岡
教
育
総
合
フ
ェ
ス
タ
で
、

越
知
町
国
際
交
流
協
会
は
、
ソ
ン

ち
ゃ
ん
の
店
（
キ
ム
チ
パ
ブ
・
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
愛
）
を
出
店
し
、
キ

ム
チ
炊
き
込
み
ご
飯
と
キ
ム
チ
を

大
好
評
の
中
完
売
し
ま
し
た
！

こ
の
キ
ム
チ
は
越
知
町
観
光
協

会
の
皆
さ
ん
が
３
年
前
く
ら
い
か

ら
、
大
変
な
苦
労
の
末
開
発
し
た

も
の
で
、
コ
ス
モ
ス
祭
り
な
ど
で

時
々
売
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。
今

年
か
ら
は
国
際
交
流
協
会
の
メ
ン

バ
ー
も
一
緒
に
な
っ
て
、
越
知
町

の
キ
ム
チ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
勧

め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
！
＾^

正
直
に
最
初
、
こ
の
話
を
聞
い

た
時
、
私
は
と
て
も
緊
張
し
て
し

ま
い
ま
し
た
。
な
ぜ
か
と
い
う
と
、

（
ち
ょ
っ
と
恥
ず
か
し
い
お
話
に

な
る
と
思
い
ま
す
が
）
最
近
の
韓

国
で
は
、
キ
ム
チ
を
お
家
で
漬
け

る
家
庭
が
少
な
く
な
っ
た
の
で
、

私
は
韓
国
人
の
国
際
交
流
員
な
が

ら
も
今
ま
で
自
分
で
キ
ム
チ
を
漬

け
た
こ
と
が
な
か
っ
た
か
ら
で

す
！
（
今
も
毎
日
食
べ
て
い
る
く

せ
に
で
す
ね
！
）

６
月
15
日
は
キ
ム
チ
漬
け
の
日

で
し
た
。
私
は
「
一
人
じ
ゃ
練
習

も
で
き
な
い
し
、
ど
う
し
よ
う
」

と
心
配
し
て
、
わ
ら
を
も
つ
か
む

気
持
ち
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
キ

ム
チ
の
漬
け
方
を
い
っ
ぱ
い
調

べ
、
一
所
懸
命
に
覚
え
て
行
き
ま

し
た
。（
笑
）

し
か
し
、
こ
こ
で
も
う
一
度
ビ

ッ
ク
リ
！
越
知
の
観
光
協
会
や
国

際
交
流
協
会
の
方
々
は
皆
、
韓
国

人
の
私
よ
り
も
ず
っ
と
、
キ
ム
チ

漬
け
の
達
人
だ
っ
た
の
で
す
。

み
ん
な
が
集
ま
っ
て
約
４
時
間

に
わ
た
り
白
菜
キ
ム
チ
と
イ
カ
キ

ム
チ
を
漬
け
、
そ
し
て
そ
の
お
味

は
な
ん
と
！
私
も
ビ
ッ
ク
リ
す
る

ほ
ど
美
味
し
か
っ
た
の
で
す
！
私

は
、「
こ
れ
な
ら
韓
国
で
も
売
れ
ま

す
よ
！
」
と
言
い
ま
し
た
。（
笑
）

キ
ム
チ
っ
て
結
構
時
間
と
手
間

が
掛
か
る
作
業
な
の
で
す
。
そ
の

た
め
、
集
ま
っ
た
皆
は
一
緒
に
力

を
合
わ
せ
て
キ
ム
チ
を
作
り
、
終

わ
っ
て
か
ら
は
い
ろ
ん
な
方
か
ら

の
差
し
入
れ
の
お
弁
当
や
ケ
ー

キ
、
と
う
も
ろ
こ
し
な
ど
を
一
緒

に
食
べ
な
が
ら
お
し
ゃ
べ
り
し
ま

し
た
。
お
腹
い
っ
ぱ
い
・
幸
せ
い

っ
ぱ
い
の
楽
し
い
キ
ム
チ
漬
け
で

し
た
。
そ
し
て
本
番
の
７
月
１
日
、

皆
の
協
力
の
お
陰
で
「
今
年
の
キ

ム
チ
は
特
に
お
い
し
か
っ
た
」
と

い
う
こ
と
！！
（
皆
さ
ん
、
も
う
一

度
お
疲
れ
様
で
し
た
！
）

韓
国
で
は
昔
か
ら
、
毎
年
11
月

中
旬
に
冬
の
間
に
食
べ
る
大
量
の

キ
ム
チ
を
家
族
や
ご
近
所
同
士
で

協
力
し
合
い
、
一
斉
に
漬
け
る
キ

ム
ジ
ャ
ン
と
言
う
風
習
が
あ
り
ま

す
。
キ
ム
ジ
ャ
ン
は
お
互
い
へ
の

思
い
や
り
や
助
け
合
う
相
互
扶
助

の
心
、「
プ
マ
シ
精
神
」
が
大
い
に

発
揮
さ
れ
る
大
事
な
風
習
で
も
あ

り
ま
す
。
し
か
し
最
近
の
韓
国
で

は
、
キ
ム
ジ
ャ
ン
離
れ
が
進
ん
で

い
る
と
の
話
が
ち
ら
ほ
ら
聞
こ
え

て
き
ま
す
ね
。
基
本
的
に
は
今
も

韓
国
人
の
毎
日
の
食
卓
で
欠
か
せ

な
い
キ
ム
チ
で
は
あ
り
ま
す
が
、

都
会
化
・
核
家
族
化
な
ど
に
よ
っ

て
、
ア
パ
ー
ト
住
ま
い
が
多
い
都

市
部
で
キ
ム
ジ
ャ
ン
は
な
か
な
か

行
わ
れ
に
く
い
も
の
と
な
り
ま
し

た
。
そ
の
代
わ
り
に
ス
ー
パ
ー
で

は
１
年
中
美
味
し
い
キ
ム
チ
を
売

っ
て
い
る
し
、
１
年
中
キ
ム
チ
を

保
管
で
き
る
「
キ
ム
チ
冷
蔵
庫
」
も

開
発
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

（
最
近
は
韓
国
の
ほ
と
ん
ど
の
家
庭

に
キ
ム
チ
冷
蔵
庫
が
あ
り
ま
す
。）

時
代
が
変
わ
れ
ば
形
が
変
わ
っ

て
い
く
の
は
当
然
の
こ
と
で
す
が
、

キ
ム
ジ
ャ
ン
と
い
う
美
し
い
風
習

の
変
わ
り
に
登
場
し
た
の
が
キ
ム

チ
冷
蔵
庫
だ
と
す
れ
ば
、
少
し
は

寂
し
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
ね
。

今
ま
で
キ
ム
ジ
ャ
ン
を
体
験
し

た
こ
と
が
な
か
っ
た
私
は
、
越
知

に
来
て
ま
た
一
つ
、
大
事
な
体
験

が
で
き
ま
し
た
！
越
知
で
の
生
活

を
通
じ
て
日
本
の
文
化
は
も
ち
ろ

ん
、
逆
に
自
分
の
国
の
文
化
や
風

俗
の
い
ろ
ん
な
面
を
、
学
ん
で
い

る
こ
の
頃
で
す
。

国
際
交
流
員
と
し
て
は
ま
だ
ま

だ
頼
り
な
い
と
こ
ろ
い
っ
ぱ
い
の

私
で
は
あ
り
ま
す
が
、
今
月
も
が

ん
ば
り
ま
〜
す
！
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　次の日程にて町内総合健診を行います。年に一度の健診ですので、多くの方が受診され
ますようお勧めします。なお本年度より横畠、野老山地区が町内へ統合されます。

　日程・実施場所
10／11（木）・12（金）・14（日）・15（月）・16（火） 保健福祉センター

　　　　　まず、事前の申し込みが必要です！

　　毎年受診されている方には、受診希望調査票を送付しますので、ご記入のうえ期日までに必ず返
　信してください。調査票が送られてこない場合には、保健福祉センターまでご連絡をお願いします。
　　なお、今年も当日受付はできませんので、必ず事前の申し込みをしていただくようお願い
　します。

　子宮がん検診　
　　上記のうち、子宮がん検診実施日は10／14（日）･15（月）･16（火）の3日間のみです。
　昨年まで偶数年齢の方が対象でしたが、本年度は奇数年齢の方も受診可能です。
　ただし、奇数年齢で受診希望の方は、実費２，５００円が必要となります。

　マンモグラフィ（乳がん）検診　＜別日程（別通知）＞
　　この度、検診委託機関の事情により中断していましたマンモグラフィ（乳がん）検診の再開のめどがつき、
　次の日程で実施する予定です。なお、マンモグラフィ検診は１時間当たりの検査人数に制限があります
　ので、受診日と受付時間を指定させていただきます。

検 診 種 別 対 象 年 齢 実 費 用 自己負担額

基本健診（高齢者健診）

胸部レントゲン検診

胃がん検診

大腸がん検診

前立腺がん検診

子宮がん検診

マンモグラフィ検診

　40歳以上（65歳以上）

　40歳以上

　40歳以上

　40歳以上

　50歳以上の男性

　20歳以上で本年度偶数年齢の女性

　20歳以上で本年度奇数年齢の女性

　40歳以上で本年度偶数年齢の女性

６，０９８円

７２６円

４，５１３円

１，６１４円

２，３１０円

３，０２４円

３，０２４円

３，１５０円

１，３００円

無料

　１，０００円

５００円

２，３１０円

９００円

２，５００円

１，０００円

※健診内容・料金表

日　　程 場　　　所 受 付 時 間（予 定）曜日

11月30日

12月 2 日

12月 3 日

（金）

（日）

（月）

　保健福祉センター

　保健福祉センター

　保健福祉センター　

　午前8時30分 ～ 午後2時40分

　午前8時30分 ～ 午後2時40分

　午前8時30分 ～ 午前11時10分（午前中のみ）

　

＊対象年齢については、平成２０年３月３１日時点での年齢でお考えください。

（マンモ検診については、奇数年齢の方は本年度対象外ですのでご注意ください）

＊平成２０年３月３１日時点の年齢で４０歳以上の偶数年齢の女性が対象

■

■

■

町内総合健診のお知らせ町内総合健診のお知らせ町内総合健診のお知らせ町内総合健診のお知らせ町内総合健診のお知らせ平成１９年度



最
近
、
う
つ
症
状
で
苦
し
む
人

が
、
増
え
て
い
る
よ
う
で
す
。
そ

こ
で
本
人
や
家
族
だ
け
で
な
く
み

ん
な
が
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
く

た
め
に
も
、
う
つ
状
態
や
う
つ
病

に
つ
い
て
正
し
く
理
解
す
る
こ
と

が
大
切
で
す
。

う
つ
病
は
特
別
な
病
気
で
は
な

く
、
誰
も
が
な
り
う
る
病
気
で
す
。

そ
し
て
治
療
に
よ
っ
て
回
復
す
る

病
気
で
す
。

自
分
だ
け
の
努
力
で
は
、
ど
う

に
も
な
ら
な
い
病
気
の
状
態
で
す
。

・
脳
の
機
能
障
害
と
し
て
起
こ
っ

て
く
る
う
つ
病
や
、
そ
う
う
つ

病
、
ス
ト
レ
ス
や
環
境
要
因
に

よ
っ
て
起
こ
さ
れ
る
う
つ
状
態

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

・
国
際
的
な
調
査
で
は
、
世
界
人

口
の
３
〜
５
％
が
「
う
つ
」
に

か
か
っ
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
誰
に
で
も
起
こ
り
う
る

病
気
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

・
い
く
つ
か
の
要
因
が
関
係
し
て

起
こ
っ
て
き
ま
す
。

・
病
気
の
状
態
で
あ
っ
て
、
や
る

気
の
な
さ
で
起
こ
っ
て
き
て
い

る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

・
遺
伝
や
、
性
格
だ
け
で
起
こ
っ
て

き
て
い
る
も
の
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
じ
め
で
責
任
感
が
強
い
、
几
帳

面
、
仕
事
熱
心
な
人
が
う
つ
病
に

な
り
や
す
い
と
も
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
そ
ん
な
人
が
、
ス
ト
レ
ス
の

多
い
環
境
や
急
な
生
活
環
境
の
変

化
な
ど
に
出
合
っ
た
と
き
、
う
ま

く
対
応
で
き
ず
、
病
気
の
状
態
に

な
る
と
も
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

う
つ
病
の
時
は
、
脳
内
の
神
経

伝
達
物
質
が
正
常
に
働
か
な
く
な

っ
て
、
病
気
の
状
態
を
引
き
起
こ

し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

睡
眠
障
害

・
寝
付
け
な
い
、
何
度
も
目
が
覚

め
る
、
熟
睡
で
き
な
い
、
朝
早

く
目
が
覚
め
る

・
夢
ば
か
り
み
る
、
疲
れ
て
い
る

の
に
目
が
さ
え
て
い
る

身
体
症
状

・
体
が
だ
る
い
（
倦
怠
感
）、
頭
が
働

か
な
い
、
仕
事
に
身
が
入
ら
な
い

・
食
欲
低
下
、
体
重
減
少
、
便
秘
、

口
渇

・
頭
痛
、
頭
重
感
、
肩
こ
り
、
体

の
痛
み
、
性
欲
減
退

気
分
障
害

・
気
分
が
憂
う
つ
、
さ
び
し
い
、

悲
し
い

・
不
安
で
た
ま
ら
な
い
、
ど
う
に
か

し
た
い
と
焦
っ
て
ば
か
り
い
る

意
欲
の
障
害

・
意
欲
が
な
く
な
る
、
物
事
が
お

っ
く
う
に
な
る
、
興
味
、
関
心

が
な
く
な
る
、
喜
び
を
感
じ
な

く
な
る

思
考
・
判
断
力
の
障
害

・
考
え
が
進
ま
な
い
、
悲
観
的
に
な

る
、
判
断
や
決
断
が
で
き
な
い

・
自
分
を
責
め
る
、
自
分
が
だ
め

な
人
間
に
思
え
る

行
動
の
障
害

・
行
動
範
囲
が
狭
く
な
る

・
自
殺
企
図

冷
静
に
も
の
ご
と
を
決
め
る
こ

と
が
で
き
に
く
く
な
り
ま
す
。
大

き
な
判
断
は
避
け
て
、
先
送
り
す

る
こ
と
も
大
切
で
す
。

一
時
的
な
疲
れ
や
落
ち
込
み
だ
と

思
っ
て
放
置
し
て
お
く
と
、
症
状
が

ど
ん
ど
ん
重
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

①
治
療
は
、
薬
物
療
法
が
基
本
に

な
り
ま
す
。
薬
の
効
果
が
表
れ
る

ま
で
は
、
数
週
間
か
か
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

②
回
復
に
は
、
波
が
あ
り
ま
す
が
、

必
ず
よ
く
な
り
ま
す
。
ゆ
っ
く
り

と
焦
ら
ず
に
ペ
ー
ス
を
取
り
戻
し

て
行
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

③
休
養
を
と
る
こ
と
も
大
切
な
治

療
の
ひ
と
つ
で
す
。

・
気
長
に
回
復
を
待
つ
こ
と
が
必

要
で
す
。

・
自
殺
の
予
防
が
最
も
重
要
で
す
。

う
つ
病
は
自
殺
に
つ
な
が
る
危

険
性
が
あ
り
ま
す
。
自
殺
を
防
ぐ

た
め
に
は
、
う
つ
病
を
予
防
し
、

治
療
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

★
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
、
子
育
て

不
安
と
思
っ
て
い
る
人

★
認
知
症
の
よ
う
に
見
え
る
高
齢
者

★
身
体
の
不
調
し
か
感
じ
な
い

↓こ
う
し
た
状
態
に
う
つ
病
が
隠

れ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

◎
対
応
の
ポ
イ
ン
ト

☆
励
ま
し
た
り
気
を
遣
い
過
ぎ
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う

頑
張
ろ
う
と
し
て
も
頑
張
れ
な
い
こ
と

に
苦
し
ん
で
い
ま
す
。
一
番
辛
い
の
は

本
人
で
す
。
励
ま
し
す
ぎ
た
り
気
を
遣

い
す
ぎ
た
り
せ
ず
、
本
人
の
辛
さ
を
理

解
し
て
、
温
か
く
見
守
り
ま
し
ょ
う
。

例
え
ば
・
・
・
・
・

本
人
が
『
死
に
た
い
』
と
口
に
出
し
た

り
し
た
ら
、
周
囲
の
方
は
軽
く
考
え
な

い
で
、
早
め
に
専
門
家
に
相
談
し
ま
し

ょ
う
。

☆
専
門
医
療
機
関
を
受
診
し
ま
し
ょ
う

う
つ
病
を
治
療
す
る
に
は
、
う
つ
病
に

効
果
の
あ
る
薬
の
服
用
が
大
切
で
す
。

心
療
内
科
や
精
神
科
な
ど
の
専
門
の
医

療
機
関
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

☆
十
分
な
休
養
を
取
り
ま
し
ょ
う
。

回
復
に
は
波
が
あ
り
ま
す
。
早
く
元
に

戻
ろ
う
と
焦
っ
た
り
、
つ
い
無
理
を
し

た
り
し
て
し
ま
う
と
、
症
状
が
悪
化
し

た
り
、
自
殺
を
引
き
起
こ
し
た
り
し
ま

す
。
ゆ
っ
た
り
と
焦
ら
ず
ペ
ー
ス
を
取

り
戻
す
こ
と
が
大
切
で
す
。
ま
た
、
生

活
を
見
直
し
て
早
く
就
寝
す
る
と
か
、

早
め
に
自
分
の
た
め
に
休
み
を
取
っ
た

り
、
常
日
頃
か
ら
過
労
を
避
け
る
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

中
央
西
福
祉
保
健
所

Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
２
―
１
２
４
９

精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
８
８
―
８
２
３
―
０
６
０
０
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指定消耗品（主なもの）
（使用・消費したものは、クーリング・オフできなくなる商品）

○防虫剤、殺虫剤
○化粧品、毛髪用剤、浴用剤、合成洗剤、ワックス、
　靴クリーム、歯ブラシ、石けん（医薬品は除く）
○履物

　＊＊＊　高吾北地区地域安全協会事務局（佐川警察署　刑事生活安全課内）TEL 22-0560＊＊＊

「クーリング・オフ」についてご存じですか？（その3）
訪問販売・電話勧誘販売でクーリング・オフができる主な商品・権利について

商品（主なもの）
○動物および植物の加工品
  （一般的に健康食品等と呼ばれているもので、医薬品は除く）
○消火器、消火器用消火薬剤
○火災警報器、ガス漏れ警報器、防犯警報器その他の警報装置
○電話機、インターホン、ファクシミリ装置
○電気治療器、磁気治療器、指圧代用器
○自転車とその部品、付属品
○メガネとその部品、付属品、補聴器
○衣服、ネクタイ、マフラー、ハンドバッグ、かばん、傘、つえ等身の回り品

１.保養施設・スポーツ施設を利用する権利
２.映画、演劇、音楽、スポーツ、写真または絵画、彫刻その他の美術工芸品を鑑賞し、または観覧する権利
３.語学の教授を受ける権利

上記以外にも対象商品はありますが確認したいことや相談等がありましたら
佐川警察署（相談係）  電話22－0110まで電話をお願いします。

クーリング・オフ
できる権利

　毎日うだるような暑さが続きます。この季節は、暑さから運転手はもちろん、歩行者の方も注意力が低下して
交通事故が増加する傾向が見られます。夏休み中という事もあり子供の飛び出しなどの事故にも充分注意しましょう。

過失によって自動車（原付を含む）で人身事故を起こしたドライバーに対する刑罰

　今までは普通免許の方は、免許の種別欄に『普通』
と記載されていましたが、中型免許新設に伴い免許
証の更新を際に、『中型』と記載されます。
　運転できる車両の範囲は今までと全く変わりありません。
　ただし、「条件」“中型車は中型車（８ｔ）に限る”と
付加されます。

「高知県の交通マナーをよくする運動」
の一環として、５人１チーム単位で無
事故・無違反を競う「チャレンジ１５０」
が行われています。
参加者の皆さんは無事故・無違反の
達成を目指してがんばってください！

　6月18日～22日の１週間、佐川中学校・尾川
中学校の生徒6名が佐川警察署にて職場体験学
習を行いました。
　期間中、県民交通安全日には街頭指導・高齢
者の交通安全教室にも参加したり大活躍でした。
　写真は、20日に佐川町小富士集会所で行わ
れた交通安全教室の様子。反射材の実験を手伝っ
てくれました。

※“普通車はAT車に限る”の条件が付いている方は、“中型
車（８ｔ）と普通車はAT車に限る”の「条件」も追加されます。

中 型 免 許 新 設    H19.6.2施行 自動車運転過失致死傷罪 新設    H19.6.12施行
自 動 車 事 故 の 刑 罰 引 き 上 げ！

車両範囲     　     ８トン 未 満     
最 大 積 載 量   　     ５トン 未 満     
乗 車 定 員     　     １０人 以 下

◆ 運 転 で き る 車 両 の 範 囲 ◆

従来は…
「業務上過失致死傷罪」で裁かれていました。
■罰 則
５年以下の懲役・禁固または１００万以下の罰金

現在は…
「自動車運転過失致死傷罪」で裁かれます。
■罰 則
７年以下の懲役・禁固または１００万以下の罰金

平成１９年８月４日から同年１２月３１日の間（１５０日間）

第6回 「交通安全チャレンジ150」実施中 中 学 生 職 場 体 験
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保
健
師
　
矢
野
雄
二

「
こ
の
炒
め
た
イ
タ
ド
リ
食

べ
て
ん
や
。
お
い
し
い
ぞ
ね
」。

若
葉
の
生
え
る
季
節
に
な
る

と
、
い
つ
も
近
所
の
お
ば
ぁ
ち

ゃ
ん
が
イ
タ
ド
リ
料
理
を
食
べ

さ
せ
て
く
れ
た
。
と
っ
て
も
お

い
し
く
て
イ
タ
ド
リ
料
理
が
大

好
き
に
な
っ
た
。
で
も
、
イ
タ

ド
リ
の
料
理
以
上
に
指
先
を
真

っ
黒
に
し
な
が
ら
、
採
っ
て
き

た
イ
タ
ド
リ
を
一
生
懸
命
は
ぐ

お
ば
ぁ
ち
ゃ
ん
が
大
好
き
だ
っ

た
。「
あ
ん
た
ら
ぁ
に
食
べ
ら

し
ち
ゃ
り
と
う
て
…
」「
喜
ん

で
く
れ
る
が
が
う
れ
し
い
わ

よ
」。
お
ば
ぁ
ち
ゃ
ん
の
生
き

が
い
は
、
イ
タ
ド
リ
を
採
る
こ

と
よ
り
も
イ
タ
ド
リ
を
誰
か
に

あ
げ
る
こ
と
で
得
ら
れ
る
人
と

人
と
の
温
も
り
だ
っ
た
の
だ
と

思
う
。
そ
ん
な
お
ば
ぁ
ち
ゃ
ん

も
年
齢

と

し

が
い
き
、
体
は
衰
え
、

一
緒
に
暮
ら
す
家
族
も
い
な
く

な
っ
た
。
お
ば
ぁ
ち
ゃ
ん
は
結

局
、
施
設
に
入
っ
た
。
先
日
、

偶
然
何
年
ぶ
り
か
に
施
設
で

そ
の
お
ば
ぁ
ち
ゃ
ん
に
会
っ

た
。「
大
き
ゅ
う
な
っ
た
ね
…
。

立
派
に
な
っ
て
…
」
お
ば
ぁ

ち
ゃ
ん
の
目
か
ら
涙
が
こ
ぼ

れ
た
…
。
若
葉
の
季
節
に
な
る

と
イ
タ
ド
リ
を
は
い
で
い
つ
も

真
っ
黒
に
汚
れ
て
い
た
お
ば
ぁ

ち
ゃ
ん
の
指
先
は
、
今
は
も
う

黒
く
汚
れ
る
こ
と
は
な
い
…
。

お
ば
ぁ
ち
ゃ
ん
が
言
っ
た
。

「
も
う
一
回
山
へ
行
き
た
い
…
」

「
家
に
帰
り
た
い
…
」。
今
で
も

お
ば
ぁ
ち
ゃ
ん
の
心
は
、
便
利

は
悪
く
て
も
思
い
出
が
た
く
さ

ん
詰
ま
っ
た
山
奥
の
自
宅
に
あ

る
…
。

こ
こ
ろ
を
考
え
る

ミ
ニ
コ
ラ
ム
③

消防署だより

◆救急（病院紹介）のお問い合わせ先　TEL ２６－２１１１（高吾北消防署）

重要！

もちろん緊急と判断されたら迷わず119番通報してください

　高吾北消防本部（佐川町、越知町、仁淀川町）には救急車2台が救急事故に対応しています｡救急出動が年々増加し、

2台の救急車が出動していることも日常であり、軽い症状の病気や怪我、もしくは救急車で病院へ行けば待たなくてもい

いからという理由で救急車を利用すると、重症の傷病者が発生した場所へ救急車の到着に時間がかかる場合があります。

一秒を争う傷病者に適切に対応できるように、

救急要請の前に、“救急車が本当に必要なのか”、もう一度考えてください。

●救急車で病院に行っても症状によっては外来の患者さんと同様、受付順の診察になります。

●緊急性のない軽いケガや病気入院、通院のためのタクシー代わりはやめてください。「救急車はタクシーではありません！」

●１１９番通報時に「サイレンを鳴らさないで来てください」と言われる方がおられますが、法律で「救急車はサイレンを鳴らし、

　かつ、赤色灯を点けなければ救急車として認められない」となっておりますのでご承知ください。

●消防署は２４時間対応で「救急の相談」・「病院紹介」をしておりますのでいつでもお気軽にお問い合わせください。

救急車の適正利用にご協力を！救急車の適正利用にご協力を！救急車の適正利用にご協力を！
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ま
ぶ
し
い
ラ
イ
ト
が
グ
ラ
ウ
ン

ド
を
射
る

ま
る
で
、
オ
レ
を
射
る
よ
う
に

間
を
す
り
抜
け
て
暗
い
玄
関
を

入
る今

日
は
何
人
来
て
い
る
か

期
待
が
オ
レ
を
急
が
せ
る

教
室
の
灯
り
が
オ
レ
を
待
つ

「
お
っ
は
よ
う
！
」

い
き
お
い
よ
く
開
け
た
ド
ア
に

み
ん
な
の
笑
顔
が
振
り
返
る

わ
い
わ
い
は
ず
む
話
の
渦
に
入

る
い
つ
か
ら
だ
ろ
う
　
教
室
が
居

場
所
に
な
っ
た
の
は
…

そ
う
、
以
前
の
学
校
に
は
オ
レ

の
居
場
所
は
な
か
っ
た

放
課
後
、
行
っ
た
教
室
に
は

な
だ
れ
が
お
き
そ
う
な
く
ら
い
ノ

ー
ト
が
積
ん
で
あ
っ
た

オ
レ
の
机
と
イ
ス
だ
け
は
、
た

だ
の
物
置
台

あ
そ
こ
に
は
、
オ
レ
は
存
在
し

て
い
な
か
っ
た

机
の
中
を
の
ぞ
く
と
、
昼
間
の

机
の
主
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
あ

っ
た

「
こ
こ
に
座
る
誰
か
へ

昼
間
働
い
て
、
放
課
後
の
校
門

で
す
れ
違
う
あ
な
た

お
仕
事
の
後
の
学
校
は
た
い
へ

ん
で
す
ね
。

バ
イ
ク
や
自
転
車
、
車
で
す
れ

違
う
、
ど
の
人
が
こ
こ
に
座
る
の

か
とみ

ん
な
で
話
し
な
が
ら
手
紙
を

書
き
ま
し
た
…
」

ワ
ー
と
集
ま
っ
て
き
た
み
ん
な

と
返
事
を
書
く

い
つ
の
ま
に
来
た
の
だ
ろ
う

一
時
間
目
の
先
生
が
混
ざ
る

汗
に
ま
み
れ
て
、
仕
事
で
疲
れ

た
オ
レ
は

校
門
で
、
昼
間
の
学
校
を
楽
し

ん
で
帰
る
学
生
と
す
れ
ち
が
う

グ
ラ
ウ
ン
ド
で
放
課
後
の
ク
ラ

ブ
を
楽
し
ん
で
い
る
者

前
庭
の
ベ
ン
チ
で
デ
ー
ト
し
て

い
る
者

お
し
ゃ
べ
り
を
た
の
し
ん
で
い

る
者

「
お
は
よ
う
」

と
声
を
か
け
て
す
れ
ち
が
う

社
会
へ
出
て
、
荒
波
に
も
ま
れ

て
し
ん
ど
く
な
っ
た
と
き

思
い
出
し
て
ほ
し
い

オ
レ
た
ち
の
こ
と
を

昼
間
働
い
て
、
夜
学
校
へ
通
っ

て
き
て
い
た
オ
レ
た
ち
の
こ
と
を

オ
レ
た
ち
は
挫
折
し
な
い

家
族
の
あ
た
た
か
さ
も

世
間
の
冷
た
い
視
線
も
知
っ
て

い
るそ

し
て
、
ど
ん
な
時
も
励
ま
し

あ
っ
た
仲
間
が
い
る

仕
事
の
疲
れ
を
い
や
し
て
く
れ

る
仲
間
が
い
る

そ
う
、
オ
レ
た
ち
は
決
し
て
挫

折
し
な
い

世
間
は
冷
た
い

容
赦
な
く
鋭
い
刃
で
き
り
つ
け

る
そ
ん
な
時
、
思
い
出
し
て
ほ
し

い
人
生
に
疲
れ
た
時
、
思
い
出
し

て
ほ
し
い

オ
レ
た
ち
の
こ
と
を

そ
し
て
、
乗
り
切
っ
て
ほ
し
い

こ
れ
は
、
オ
レ
た
ち
へ
の
応
援

歌
い
つ
も
、
笑
顔
で
振
り
返
る
仲

間
へ
の
応
援
歌

君
は
ど
う
生
き
る

四
年
間
、
定
時
制
高
校
に

通
っ
て
い
た
彼
は
、
も
う
す

ぐ
三
十
歳
に
な
る
。

久
し
振
り
に
会
う
彼
は
、

稲
田
の
あ
ぜ
道
で
、
や
っ
と

伝
い
歩
き
を
は
じ
め
た
我
が

子
を
遊
ば
せ
な
が
ら
、
や
さ

し
く
笑
う
横
顔
が
素
敵
だ
っ

た
。

「
今
の
ま
ま
で
い
い
よ
。
あ

り
の
ま
ま
で
い
い
よ
」

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
、
す
べ

て
の
人
に
送
り
た
い
。

そ
し
て
、

「
あ
な
た
が
好
き
だ
よ
！
」

と
、
伝
え
た
い
。

越知小学校長　山中千枝子
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町
役
場
前
の
桜
の
老
樹
の
根
元

に
、
越
智
新
兵
衛
光
孝
の
墓
が
あ

る
。
南
北
朝
の
頃
、
後
醍
醐

ご

だ

い

ご

天
皇

を
守
っ
て
戦
っ
た
武
将
で
あ
る
。

光
孝
は
大
平
弾
正
光
圀

み
つ
く
に

の
五
男
で

後
に
越
智
氏
の
養
子
と
な
っ
た
。

弾
正
は
幡
多
郡
有
井

あ
り
い

の
荘

し
ょ
う

（
現

黒
潮
町
上
川
口
）
を
本
領
と
し
て

経
営
し
て
い
た
が
、
高
吾
北
の
守

護
代
に
任
ぜ
ら
れ
た
。
本
領
の
開

拓
に
手
一
杯
の
弾
正
は
、
思
案
の

あ
げ
く
二
男
光
綱
を
八
幡
荘

や
は
た
の
し
ょ
う

河
間

（
現
佐
川
町
庄
田
）
に
送
り
、
河

間
光
綱
と
名
乗
ら
せ
、
高
吾
北
の

統
治
を
ま
か
せ
た
。

同
時
に
五
人
の
息
子
の
領
地
を

定
め
、
高
吾
北
の
結
束
を
は
か
っ

た
。
長
男
光
興
は
斗
賀
野
に
、
三

男
光
雄
み
つ
た
け

は
三
野
に
、
四
男
光
顕
は

佐
川
に
、
五
男
光
孝
は
越
智
の
養

子
と
な
っ
た
。

◆
鎌
倉
幕
府
は
、
将
軍
と
主
従
関

係
を
結
ん
だ
御
家
人

ご

け

に

ん

に
よ
っ
て
支

え
ら
れ
て
い
た
。
幕
府
が
攻
め
ら

れ
る
と
駆
け
つ
け
て
戦
い
、
戦
功

に
応
じ
て
所
領
を
も
ら
っ
た
。
し

か
し
、
元
寇

げ
ん
こ
う

の
時
命
が
け
で
戦
っ

た
御
家
人
に
は
、
所
領
は
与
え
ら

れ
な
か
っ
た
。
侵
略
を
防
ぐ
戦
い

だ
っ
た
の
で
、
分
け
与
え
る
土
地

は
無
く
、
御
家
人
に
不
満
が
た
ま

っ
た
。

後
醍
醐
天
皇
は
こ
の
時
を
待
っ
て

い
た
。
武
家
政
治
を
廃
し
、
朝
廷
に

よ
る
政
治
に
還か

え

し
た
い
か
ら
で
あ

る
。
ひ
そ
か
に
幕
府
打
倒
を
武
士
達

に
呼
び
か
け
た
。
し
か
し
幕
府
に
知

ら
れ
、
天
皇
は
捕
ら
え
ら
れ
隱
岐
の

島
に
流
さ
れ
、
第
一
皇
子
の
尊
良

た
か
な
が

親

王
は
土
佐
に
流
さ
れ
た
。

憔
悴

し
ょ
う
す
い

し
き
っ
た
親
王
を
乗
せ
た

船
は
、
有
井
の
荘
の
浜
辺
に
着
い

た
。
浜
辺
を
見
た
親
王
は
驚
い
た
。

幕
府
に
と
が
め
ら
れ
た
罪
人
を
、

浜
辺
に
ひ
れ
伏
し
て
歓
迎
し
て
く

れ
る
忠
臣
が
い
る
。
有
井
の
荘
の

領
主
大
平
弾
正
が
、
一
族
家
人
を

総
動
員
し
て
親
王
を
迎
え
て
い
る
。

弾
正
は
親
王
を
自
分
の
居
城
に

招
き
手
厚
く
も
て
な
し
、
親
王
の

た
め
に
館
を
建
て
平
穏
な
日
々
を

送
れ
る
よ
う
気
を
く
ば
っ
た
。

◆
新
田
義
貞
が
鎌
倉
幕
府
を
倒
す

と
、
後
醍
醐
天
皇
と
尊
良
親
王
は

京
都
御
所
に
帰
っ
た
。
天
皇
は
太

政
大
臣
以
下
の
全
官
職
に
、
貴
族

を
任
命
し
た
。

武
士
に
占
領
さ
れ
て
い
た
荘
園

は
、
す
べ
て
皇
族
貴
族
に
返
さ
せ

た
。
天
皇
の
政
治
は
皇
族
貴
族
の

利
益
を
追
求
す
る
も
の
で
、
武
士

や
農
民
の
要
求
は
全
く
無
視
さ
れ

た
。
世
直
し
を
期
待
し
て
い
た
多

く
の
人
達
は
、
失
望
の
色
を
濃
く

し
て
い
っ
た
。

こ
の
変
化
を
見
た
足
利
尊
氏

は
、
後
醍
醐
天
皇
を
幽
閉
ゆ
う
へ
い

し
室
町

幕
府
を
開
き
新
し
い
天
皇
を
た
て

た
。
後
醍
醐
天
皇
は
吉
野
山
に
脱

出
し
、
我
こ
そ
ま
こ
と
の
天
皇
と

宣
言
し
、
政
府
を
組
織
し
た
。
こ

れ
を
南
朝
と
呼
び
、
室
町
幕
府
は

北
朝
と
呼
ば
れ
た
。
南
北
朝
の
烈

し
い
内
戦
は
、
こ
れ
よ
り
五
十
六

年
続
い
た
。

◆
土
佐
南
朝
の
中
核
は
、
大
平
弾

正
一
族
と
大
高
坂
松
王
丸
で
あ
っ

た
。
北
朝
の
主
力
は
、
須
崎
の
堅

田
・
葉
山
の
津
野
・
日
下
の
三
宮

仁
淀
の
別
府
で
あ
っ
た
。

別
府
彦
九
郎
は
、
千
五
百
の
大

軍
を
擁よ
う

し
て
越
智
新
兵
衛
を
襲
っ

た
。
驚
い
た
新
兵
衛
は
河
間
へ
援

軍
を
要
請
し
、
押
し
寄
せ
る
別
府

軍
に
防
戦
し
た
。
ほ
ど
な
く
河
間

三
野
・
佐
川
・
斗
賀
野
の
兄
達
が

手
勢
を
ひ
き
つ
れ
て
駆
け
つ
け
て

く
れ
た
。
越
知
盆
地
で
壮
絶
な
白

兵
戦
が
何
日
も
繰
り
返
さ
れ
た
。

そ
の
う
ち
別
府
軍
は
食
糧
が
乏

し
く
な
り
、
農
家
か
ら
略
奪
を
く

り
か
え
し
た
が
、
大
軍
の
胃
袋
を

満
た
す
こ
と
は
で
き
ず
、
空
き
腹

か
か
え
て
す
ご
す
ご
と
ひ
き
あ
げ

て
い
っ
た
。

そ
の
後
土
佐
で
の
南
北
朝
合
戦

は
、
六
年
間
盆
も
正
月
も
な
く
く

り
か
え
さ
れ
た
。

◆
興
国
二
（
一
三
四
二
）
年
、
堅

田
は
北
朝
連
合
の
大
軍
を
率
い

て
、
河
間
に
押
し
寄
せ
て
来
た
。

雲
霞

う
ん
か

の
よ
う
な
軍
勢
を
見
て
、
光

綱
は
こ
れ
が
最
後
の
戦
い
で
あ
る

と
さ
と
っ
た
。

助
太
刀
に
駆
け
つ
け
て
来
た
父

弾
正
と
弟
光
孝
に
「
こ
れ
は
最
後

の
戦
い
。
光
孝
は
島
兄
弟
と
一
緒

に
父
を
守
っ
て
坂
折
川
の
奥
地
に

遁
世
と
ん
せ
い

し
、
時
節
を
待
っ
て
大
平
の

家
を
興
せ
」
と
さ
と
し
た
。
父
と

弟
は
一
緒
に
戦
う
と
言
い
は
っ
た

が
、
光
綱
は
頑
と
し
て
承
知
し
な

か
っ
た
。
光
孝
は
島
兄
弟
と
共
に

弾
正
を
守
っ
て
坂
折
川
を
さ
か
の

ぼ
っ
て
い
っ
た
。

父
と
弟
を
送
り
出
す
と
光
綱
は
、

愛
馬
に
ま
た
が
り
、
む
ち
を
あ
て

た
。
城
門
を
開
い
て
、
ま
っ
し
ぐ

ら
に
敵
陣
に
駆
け
込
ん
だ
。
家
人

郎
党
も
閧と

き

を
あ
げ
て
、
光
綱
に
続

い
た
。
光
綱
は
寄
せ
来
る
敵
を
斬

り
払
い
、
奮
迅

ふ
ん
じ
ん

の
働
き
を
し
て
い

た
が
、
槍や

り

で
胸
を
突
か
れ
て
落
馬

し
た
。
光
綱
の
首
を
取
ろ
う
と
寄

せ
て
来
た
敵
を
追
い
払
い
、
光
綱

は
自
分
で
の
ど
を
突
い
た
。

光
綱
の
死
を
知
っ
た
妻
は
、
私

も
参
り
ま
す
と
後
を
追
っ
た
。

土
佐
で
は
北
朝
方
が
覇は

を
に
ぎ

り
、
南
朝
の
残
党
狩
は
苛
酷

か
こ
く

を
極

め
た
。
新
兵
衛
光
孝
は
東
国
に
の

ぼ
っ
て
南
朝
方
の
武
将
を
見
つ

け
、
後
村
上
天
皇
に
忠
勤
を
は
げ

も
う
と
決
意
し
た
。

父
弾
正
の
こ
と
は
島
兄
弟
に
た

の
み
、
蓮
池
の
伯
父
に
別
れ
の
挨

拶
を
し
て
か
ら
東
国
に
の
ぼ
ろ
う

と
、
山
越
え
の
道
を
急
い
だ
。

運
悪
く
火
伏
峠
で
日
下
の
三
宮

に
見
つ
か
り
、
殺
害
さ
れ
た
。
遺
骸

は
僧
侶
が
光
孝
の
居
城
の
あ
っ
た

所
に
運
び
手
厚
く
葬
っ
た
。
そ
れ

が
役
場
前
に
ひ
っ
そ
り
た
た
ず
む
、

越
智
新
兵
衛
光
孝
の
墓
で
あ
る
。

吉
良
　
武

古
里
の
先
人
達
№
33

南
朝
の
武
将

越
智
新
兵
衛
光
孝



越
知
保
育
園
内

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

か
ら
の
お
知
ら
せ

今
年
の
夏
も
暑
い
で
す
ね
。

保
育
園
の
子
ど
も
た
ち
と
一
緒

に
プ
ー
ル
遊
び
を
し
ま
せ
ん

か
？
（
な
か
よ
し
ひ
ろ
ば
の
日

以
外
も
平
日
は
遊
び
に
来
て
も

大
丈
夫
で
す
！
）

み
ん
な
で
一
緒
の
プ
ー
ル
遊
び

は
た
の
し
い
よ
。

８
日
（
水
）

プ
ー
ル
遊
び

（
花
火
の
お
話
）

22
日
（
水
）

プ
ー
ル
遊
び

※
水
着
ま
た
は
水
着
に
代
わ
る

ズ
ボ
ン
、
タ
オ
ル
を
持
っ
て

き
て
ね
。

※
プ
ー
ル
遊
び
の
で
き
な
い
年

齢
の
子
ど
も
た
ち
は
室
内
で

遊
ぼ
う
ね
。

【
時
間
】

午
前
９
時
３０
分
〜
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８
月
の
母
子
保
健
事
業
は
次
の

と
お
り
で
す
。
日
頃
の
ス
ト
レ
ス

発
散
に
楽
し
く
過
ご
し
ま
せ
ん
か
！

【
日
時
】

８
月
28
日
（
火
）
午
後
１
時
30
分
〜

【
内
容
】

育
児
相
談
・
映
画
鑑
賞
（
レ
ン
タ

ル
料
一
部
負
担
あ
り
）

※
準
備
の
都
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
事
前
に
次
ま
で
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

保
健
師
ま
た
は
保
健
衛
生
係
　
　
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
６
―
３
２
１
１

【
場
所
】

越
知
保
育
園

※
８
月
13
・
14
・
15
日
は
支
援
セ

ン
タ
ー
は
お
休
み
で
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

越
知
保
育
園

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

担
当
　
大
崎
・
吉
本

Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
６
―
２
１
４
１

交
通
安
全
協
会

臨
時
職
員
募
集

【
雇
用
期
間
】

９
月
３
日
（
月
）
〜12

月
28
日
（
金
）

週
３
日
勤
務

【
仕
事
内
容
】

運
転
免
許
関
係
の
窓
口
受
付
・

交
通
安
全
推
進
等

【
募
集
期
限
】

８
月
20
日
（
月
）

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

交
通
安
全
協
会
佐
川
支
部

Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
２
―
０
１
１
０

テ
ニ
ス
教
室参

加
者
募
集

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
で
気
持
ち
の
よ

い
汗
を
か
き
ま
せ
ん
か
？

次
の
要
領
で
テ
ニ
ス
教
室
を
開

催
し
ま
す
。
初
め
て
の
方
、
少
し

経
験
の
あ
る
方
、
親
子
な
ど
で
楽

し
み
た
い
方
な
ど
ふ
る
っ
て
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

【
主
催
】

教
育
委
員
会

【
募
集
人
数
】

15
名
程
度

【
日
時
】

８
月
27
日
（
月
）

８
月
30
日
（
木
）

９
月
３
日
（
月
）

９
月
６
日
（
木
）

全
日
程
と
も

午
後
７
時
30
分
〜
９
時
30
分

【
場
所
】

町
民
会
館
屋
内
多
目
的
広
場

【
参
加
料
】

無
料

【
指
導
者
】

石
元
光
典
先
生
（
佐
川
町
在
住
）

【
申
込
み
方
法
】

所
定
の
申
込
書
に
ご
記
入
の

上
、
町
民
会
館
ま
で
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

【
参
加
上
の
注
意
】

○
原
則
と
し
て
、
全
日
程
を
受
講

し
て
く
だ
さ
い
。

○
運
動
で
き
る
服
装
、
シ
ュ
ー
ズ

で
お
越
し
く
だ
さ
い
。（
硬
式

ラ
ケ
ッ
ト
を
準
備
で
き
な
い
方

は
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
）

○
開
催
中
の
事
故
に
つ
い
て
は
、

主
催
者
側
で
は
責
任
を
負
い
ま

せ
ん
。

○
申
込
用
紙
は
、
役
場
窓
口
・
町

民
会
館
に
お
い
て
あ
り
ま
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

町
民
会
館

Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
６
―
３
４
０
０

募集
案内
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麻
痺
の
身
の
三
十
余
年
の
苦
を
云
い
て
リ
ハ
ビ
リ
に
立
つ
九
十
五
歳

結
城
多
良
子

駅
の
階
段
す
こ
し
は
楽
に
な
り
し
足
花
の
鋪
道
を
そ
ろ
そ
ろ
ゆ
け
り

井
上
善
三
郎

つ
ぎ
つ
ぎ
に
仰
ぎ
ゆ
く
歌
ま
た
句
の
碑
躓
か
ず
に
は
の
ぼ
れ
ぬ
吾
か

宮
橋
　
敏
機

窓
を
打
つ
雨
音
強
く
ダ
ム
湖
に
も
久
々
に
降
れ
黒
き
空
見
る

田
村
　
智
子

夜
の
家
に
息
し
て
い
る
は
わ
れ
と
燕
眠
る
六
羽
の
雛
は
二
番
子

井
上
　
美
智

バ
ス
停
の
下
の
と
ど
ろ
き
濁
流
は
飛
沫
を
あ
げ
て
雨
あ
と
の
ダ
ム

種
田
恵
美
子

電
話
に
て
母
の
容
態
言
い
く
る
る
今
宵
姉
の
声
母
か
と
思
う

廣
見
　
正
子

何
気
な
く
出
で
し
言
葉
か
「
し
ょ
う
が
な
い
」
と
落
と
さ
れ
し
原
爆
を

言
い
し
大
臣

高
橋
　
幸
恵

立
ち
枯
れ
の
コ
ス
モ
ス
の
群
れ
哀
れ
な
れ
ど
根
元
の
新
芽
葉
を
広
げ
お
り

坂
折
　
遊
児

ブ
ナ
林
を
た
ち
ま
ち
包
む
白
き
靄
東
山
魁
夷
の
絵
の
中
に
居
る

益
　
　
法
子

か
た
は
ら
の
黒
部
の
杉
の
古
鶉
な
で
て
愁
ひ
を
や
る
に
も
あ
ら
ず

楠
瀬
兵
五
郎

第
五
十
六
回

越
知
短
歌
会

8月の行事カレンダー8月

9月

日 曜 種 目 場 所 集 合 時 間 備 考

６ 月 犬・猫の引取日 役場 午前8:30～午前9:15

７ 火 ハッピーママ倶楽部 保健福祉センター 午後1:00～

８ 水 プール遊び 越知保育園 午前9:30～ 14ページ参照

９ 木 乳児健診 保健福祉センター 午後1:30～ 対象H18.8.1～H19.5.31

１０ 金
健康相談 宮ヶ奈路集会所 午前9:40～

ミニデイ（五味） 五味集会所 午後1:30～

１４ 火 犬・猫の引取日 役場 午前8:30～午前9:15

２１ 火 ハッピーママ倶楽部 保健福祉センター 午後1:00～

２２ 水 プール遊び 越知保育園 午前9:30～ 14ページ参照

２３ 木 健康相談 中大平集会所 午前10:00～

２７ 月 テニス教室 町民会館 午後7:30～午後9:30 14ページ参照

２８ 火 育児相談・母子保健事業 保健福祉センター 午後1:00～ 14ページ参照

２９ 水

健康相談 筏津集会所 午後1:30～

犬・猫の引取日 役場 午前8:30～午前9:15

ミニデイ（日ノ浦） 日ノ浦集会所 午前9:40～

３０ 木 テニス教室 町民会館 午後7:30～午後9:30 14ページ参照

３ 月
犬・猫の引取日 役場 午前8:30～午前9:15

テニス教室 町民会館 午後7:30～午後9:30 14ページ参照

４ 火 ハッピーママ倶楽部 保健福祉センター 午後1:00～

６ 木 テニス教室 町民会館 午後7:30～午後9:30 14ページ参照

７ 金 人権無料相談 保健福祉センター 午前10:00～午後3:00

歩
こ
う
会

宮
の
前
公
園
コ
ー
ス

【
日
　
時
】

８
月
26
日
（
日
）

午
前
９
時
50
分

越
知
駅
前

午
後
４
時

帰
着
予
定

【
経
　
路
】

越
知
―
文
徳
―
宮
の
前
公
園

―
越
知

【
実
施
要
領
】

・
片
岡
ド
ラ
イ
ブ
イ
ン
で
昼
食
会

を
行
う

・
８
月
21
日
ま
で
に
申
し
込
む
こ

と
・
費
用
等
は
申
し
込
み
時
に
打
ち

合
わ
せ
す
る

・
そ
の
他
は
従
来
ど
お
り
と
す
る

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
６
―
０
４
５
８

矢
野
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古紙配合率100％再生紙を使用しています

７
月
１
日
に
谷
ノ
内
地
区
に
お
い
て
、

自
主
防
災
組
織
員
お
よ
び
消
防
関
係
者

ら
37
人
が
集
ま
り
、
防
災
学
習
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
学
習
会
で
は
、
①
地
す
べ
り

防
止
の
集
水
井
の
見
学
②
消
火
器
に
よ

る
消
火
訓
練
③
消
火
栓
に
よ
る
放
水
訓

練
④
地
す
べ
り
警
報
シ
ス
テ
ム
の
作
動

実
験
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

な
か
で
も
、
放
水
訓
練
は
み
ん
な
で

代
わ
る
代
わ
る
放
水
と
消
火
栓
の
開
閉

を
訓
練
し
、
来
る
災
害
時
に
実
践
で
き

る
よ
う
熱
心
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し

た
。参

加
い
た
だ
き
ま
し
た
関
係
者
の
皆

さ
ん
、
本
当
に
お
疲
れ
様
で
し
た
。

７
月
14
日
の
台
風
４
号
で
は
、
土
砂

災
害
や
洪
水
の
被
害
を
避
け
、
町
内
２

カ
所
の
避
難
施
設
に
合
計
30
世
帯
69
人

の
住
民
が
自
主
避
難
し
ま
し
た
。

今
後
も
こ
の
よ
う
な
事
態
が
起
こ
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
、
住
民
の
皆

さ
ん
は
、
台
風
接
近
時
な
ど
に
は
、
ニ

ュ
ー
ス
な
ど
で
情
報
収
集
す
る
な
ど
し
、

危
険
と
感
じ
た
時
は
、
安
全
な
場
所
へ

早
め
の
避
難
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
避
難
す
る
際
に
は
、
飲
食
料

や
寝
具
な
ど
の
必
需
品
も
忘
れ
ず
に
携

行
し
て
く
だ
さ
い
。

【
主
な
避
難
施
設
】

・
町
民
会
館

・
幼
稚
園

・
総
合
運
動
場
体
育
館

・
町
内
各
小
中
学
校
・
集
会
所
な
ど

消火器による消火訓練

消火栓による放水訓練

通行止めとなった中仁淀沈下橋

女川から柴尾方面を望む


